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発表演題名 安定型最終処分場浸透水中の高濃度 COD 等の原因調査 

発表学会名 第３６回環境保全・公害防止研究発表会 

発表者名 森陰早也香 

開催場所 富山県富山市（富山県民会館） 

発表日時 平成 21 年 10 月 29 日（木） 

発表内容 行政検査で持ち込まれた県内の安定型最終処分場浸出水から、CODおよ
び BOD が高濃度で検出された。事業者からの聞き取りでは、浸出水採取
井戸の修復の際に用いた接着剤成分が溶出した可能性が考えられた。当

該接着剤にはケトン類を合わせて 75～85％含有している。 
これを確認するため、ケトン類の分析法としてパージ＆トラップ

GC/MS 法による方法を検討した結果、簡便で精度良く分析することがで
きた。この方法を用いて浸出水を分析した結果、相当量のケトン類が検

出された。このことから、COD等が高濃度で検出された原因は、接着
剤中に含まれていたケトン類が溶出したことによるものと推察された。 

 
 


